
様式第 2号

事業計画書 (提案の概要)

募集施設の名称
西黒田まちづくリセンター

本庄山村広場

申
請
者

所在地 〒526-0823 長浜市常喜町 500番地 1

団体名 西黒田ふるさと振興会議

代表者氏名 会長 村居 幸路

1 管理運営についての基本方針等 【 条例第 1号及び第 2号】

指定管理料提案額

令和 2年度 :

令和 3年度 :

令和 4年度 :

令和 5年度 :

令和 6年度 :

11,

11,

11,

11,

11,

079千 円
079千 円
079千 円
079千 円
079千 円

(1)施設条例第3条第

1号に対する考え方

や基本方針

・金太郎をシンボルとした地域づくりを進めるために発足した西黒

田ふるさと振興会議の運営と活動をさらに充実させていく。

(2)施設条例第3条第

2号に対する考え方

や基本方針

。長浜市市民自治条例 (H23年 3月 )の理念に基づき、自らの責任
及び役割を自覚し、自ら解決できる問題は、自己責任のもと自ら

解決していく上壌の醸成に努める。

(3)施設条例第 3条第

3号に対する考え方

や基本方針

。人生 100年時代を見据えて、心身ともに健康 (頑健)で生きが
いのある豊かな人生が送れ 「西黒田に生まれて良かつた。住んで

良かつた。」と思える生涯学習事業を推進する。

(4)施設条例第3条第

4号に対する考え方

や基本方針

。今日の西黒田を築いてこられた先人の精ネ申と知恵に学びつつ、新

しい自助、互助、共助の先進事例を学び、自らの知恵と工夫そし

て行政との連携を密にして地域課題の解決に当たる。

(5)施設条例第 3条第

5号に対する考え方

や基本方針

・住民主体の住民活動の推進には、まちづくリセンター、■るさと

振興会議からの情報発信が久かせなぃことから、広報の充実を図

る。
。西黒田地域のアイデンティティを確立し、住民全員で共有する。

(6)施設の管理運営に

ついての基本方針

・西黒田ふるさと振興会議の運営及び活動を充実させていくととも

に、センター条例を遵守して管理・運営に当たるb

(7)指定管理者を希望

する理由・目白色

。金太郎サポエ ト会の活動をより充実させ、円滑に運営していくた

め

・西黒田まちづくリセンターを地域住民にとつて利用しやすく親し

みやすい住民目線の施設運営を行 うこと。

(8)施設の課題とその

対応

。まちづくリセンターを、金太郎サポー ト会を支えるサポーターや

地域住民が気軽に集いて情報交換できる場としたいが、そのスペー

スを確保することができない。
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2 組織体制 H職員配置等 【審査基準 :条例第 4号】

3 痛促進等 【審査基準 :条例第 1号及び第 2号】

4 サニビス向上等 【 基準 :条例第 1号及び第 2号】

(1)管理運営の組織体

制

事業計画書のとおり(2)管理運童に係る職

員配置及び今後の採

用計画

(3)人材育成の考え方

や職員の研修計画等

,長浜市等が主催する研修会や視察研修に積極的に出席するととも

に、県立大学等近隣の大学の公開講座にアンテナを立て、地域づく

りに関連する講座等を受講し視野を広げる。

・市内まちづくリセンターが輪番で開催する「ほうれんそう会」に参

画し、センター運営及び地域づくりの先進事例を学ボ。

・先進事例を学ぶ視察研修を年 1回実施する。

(1)施設の利用促進に

向けた具体的な取組

及び達成目標

。まちづくリセンターを拠点とするふるさと振興会議やセンター登録

サークル、センター利用者の活動内容を取材し、住民に興味、関心

を持ってもらえるよう、ことあるごとに住民に広報して行くと

・住民に最も身近な住民組織を、ふるさと振興会議の4部会の協

力団体と位置づけ連携を強化している。

(2)地域・関係機関・

ボランティア等との

連携についての考え

方や方策

・セ ンダー で 開優 され るふ る さ と振 興宿 議 の省櫂 貧 議 (′ジ付 り H守岡 τ不む

用して、関連動画、静止画のスライ ド・ショウ等、ビジュアル情報

を活用した情報提供を行う。

・センターの三角に、作品展示にあわせてサークルの活動風景を紹介

するコ‐ナーを設ける。

(3),地 誠 f′
'ド
К甲 惰 平置

提供など広報活動に

ついての効果的な取

組

・登録サークルには、年 1回アンケート調査を行うとともに、サー

クル連絡会等でニーズを把握します。

。その他のセンター利用者や来館者については、窓日応対の中で

利用者のニーズを把握します。

(1)利用者等からの

ニーズの把握方法

・利用者から申し立てられた苦情や要望を、センター職員が全員

共有し、すみやかにその原因の解消に努めます。

(2)利用者等からの苦

情 “要望等に対する

対応

(3)その他サービスの

質を維持・向上する

ための取組

・施設長会議、ほうれんそう会で紹介された先進的事例等を参考

に当センター用にカスタマイズし、すみやかに取り組みます。
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5 まちづくり推進事業 【審査基準 :条例第 2号】
管理施設を利用 したま

ちづくり推進事業の実

施計画

事業計画書のとおり

6 生涯学習推進事業 【審査基準 :条例第 2号】、
管理施設を利用した生

涯学習推進事業の実施

計画

事業計画書のとおり

7 自主事業 【審査基準 :条例第2号】
管理施設を利用した自

主事業の実施計画
事業計画書のとおり

8 施設の管理運営等 【審査基準 :条例第3号及び第4号】
(1)施設の管理運営に

おける経費節滅のた

めの取組

・冷暖房の電力浪費を避けるべく、各部屋毎に利用者に設定温度

(暖房 23℃、冷房 26℃ )を明示して節電を実行いたします。
・施設周辺の街灯 (水銀灯 5か所)は通常は電源を遮断します夜

間に事業が有る時のみ点灯します。

・書類のプリントやコピーは極力、低価格の印刷機械を利用しま

す。

・昼休みは事務室の照明を消灯します。

(2)利用料金の設定及

び設定根拠

・センター条例第 11条に準じますと

(3)休館日・開館時間

の変更の考え方

・開館時間

センタエ条例第 5条のとおり、年前 8時 30分から年後 9時 30分

まで

・休館日

センター条例第 6条のとおり

(月 曜日、毎月第一・第二日曜日ヽ国民の祝日、年末年始)

(4)維持管理業務 (清

掃 “保守点検 Ⅲ警備

等)の内容、方法、

頻度、今後の修繕計

画等

・別紙のとお り

(5)安全・安心への配

慮

・センタ■敷地入日、センター本館玄関に人感センサーライトを設置

・センターに多くの住民が集まるイベント開催時には、センタ‐に隣

接接道する県道横断に、西黒田を守る会のメンバーに誘導を依頼

(6)必要な有資格者の

選任、配置方法

。当センターは、防火管理者を設置する必要があることから、所長を

防火管理者に選任する。
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(1)利 用者の個人情報

を保護するための取

組

(2)施設の管理運営に

おける環境に配慮し

た単組

。施設利用者には、ゴミの持ち帰りを周知徹底します。

・コピー用紙等の裏面活用を実践します。

(3)防災、防犯その他

緊急時 (災害 '事故

等)の対応及び危機

管理体制

別紙の緊急連絡網のとおり

9 その他 【審査基準 :条例第 4号】
・センタヽが取得した個人情報は、取得目的以外には使用しない。

また、コピユして館外へ持ち出すことを禁上します。

・個人情報を破棄する場合はシュレンダ
~又は焼却処分します。

・業務上やむを得ず第二者に個人情報を提供する場合は、本人の

同意を得たうえで  実施します。
・パソコンで取り扱う個人情報保護のため、IDとパスワードでフア

イルアクセスを制限するとともに、タィルス対策ソフトで、個人情

報の流出を防止します。

・個人情報の入つた USB等の電子媒体の持ち出しを禁上しますも

10 自由提案 【審査基準 :条例第2号及び第5号】

※提案の概要は、次頁からの事業計画書に基づきA4版片面 4枚以内で作成してください。

(1)その他施設の管理

運営業務を効果的・効

率的Fこ推進していくた

めに提案したいこと、

地域課題に対するアプ

ローチ、市民活動に対

する支援の方法、地域

の情報発信、その他地

域コミュニティの振興

につながる施設の活用

方法

・施設内に、住民が気楽に集い、憩える場を創る。

(2)施設の将来的な展

望や貴団体の独自性や

アピールしたいこと

①昨年の金太郎相撲大会 20周年記念事業で、公募により新たな

振興会議の財産となつた「金太郎のひとつ違いの妹」のイラス

トを、若い人に振興会議の活動に関心持つてもらえるよう、機

会を提え広報に使用していきます。

②今年度、市の地域づくり協議会提案夢業の助成を受け、県立長浜農

業高等学校の協力のもと取り組んでいる金太郎マクワづくりを軌

道に乗せ、次のステップに進めていきます。

③センターの工作室を、地域住民が気軽に集える憩いの場に転換

していきたい。
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事業計画書

1 管理運営についての基本方針等 【審査基準 :条例第 1号及び第 2号】
(1)長浜市市民まちづくリセンター条例 (以下「施設条例」という。)第 3条第 1号に掲げる「市民主体

の住みよく特色のあるまちづくりを進めていくために必要となる市民活動の支援及び推進」に対

する考え方や基本方針を提示してください。

「金太郎伝説と西黒田再発見」をテーマに、「金太郎をシンボルとした地域づくり」

を進めるために西黒田連合自治会が主体となって発足させ、培つてきた 「ふるさと '

振興会議」の運営手法・事業活動をさらに充実させ、人口減少、高齢社会、少子社

会に耐えられる魅力ある会議となるようチャレンジしていきます。

(1)ふるさと振興会議の総会を始め、理事会、企画運営会議、専門部会の運営をさら

に充実させていくと共に、第 2期 10か年地域づくり計画に記載の円卓会議の設立

に努めていきます。

(2)ふるさと振興会議の事業活動を中心に、まちづくリセンター利用者の諸活動を、

あらゆる情報発信手段を使つて地域住民に知らせ、興味・関心をもつてもらえるよ

う広報活動を充実させるよう努めていきます。

(3)ふるさと振興会議の運営、活動をさらに充実させ魅力あるものにしていくため、

当会議の諮問機関である「まちづくり研究会」に振興会議の法人化を視野に人材発

掘、人材育成について諮問していきます。

(2)施設条例第 3条第2号に掲げる「市民と行政による協働の取組の推進」に対する考え方や基本方針

を提示してください。

長浜市市民自治基本条例 (H23年 3月 )の理念に基づき、自らの責任及び役割を自

覚し、自ら解決できる問題は自己責任のもと自ら解決していく土壌の醸成に努める。

(3)施設条例第 3条第 3号に掲げる「生涯学習事業の推進」に対する考え方や基本方針を提示してくだ

さい。

人生!100年時代を見据えて、心身ともに健康 (頑健)で、生きがいのある豊か

な人生を送 り、「西黒田に生まれて来て良かつた、住んで良かつた」と思える生涯

学習事業を推進していきます。具体的には、転倒予防教室の参加者の枠の拡大、ア

サーティブ・コミュニケーション技術、ア ドラー心理学の知見の習得を核とした学

習事業を展開していきます。
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(4)施設条例第3条第 4号に掲げる「地域課題
「
対する住民の学習及び活動の支援』についての考え_方

や基本方針を提示してください (地域課題は明確に示してください)。

今日の西黒田を築いてこられた先人の精神に思いを馳せ、先人の知恵を学びつつ、

新しい自助・互助・共助の先進事例を積極的に学び、理事会で情報共有を図り、自ら

の知恵と工夫、そして行政との連携を密にして、地域課題の解決に当たつていきますと

地域計画は、『金太郎の里 西黒田』地域づくり計画 第 2期  10か年計画 10頁
に記載

(5)施設条例第3条第 5号に掲げる「地域の情報発信及び地域の人材を活用した学習の拠点づくり」に

対する考え方や基本方針を提示してください。

ア.地域の情報発信について

市民 (住民)主体の市民 (住民)活動の推進・活性化には、西黒田ふるさと振興会

議の運営、活動事業および、センター利用者の活動の内外への情報発信が欠拘ヽせない

ないことから、広報公聴委員会を設立し、次の事項について充実を図ります。

①「ふれあいだより」の発行

②市民広報課を通じての報道機関等への情報提供

③ホームページ、フェイスブック等SNSを活用した情報発信

④NHKス クープボックス、おうみ630へのビデオレター投稿

イ.地域の人材を活用した学習拠点づくり

①郷土歴史研究会『きんたろう会』との連携により、地元の文化遺産や史跡を通し

て 、

西黒園地域の歴史の学習会を活性化させ、地域のアイデンティティを確立して

いきます。

②センター登録サークルのアンチ・エイジング化と、時代を先取りした新規登録サー

ルの育成に努めます。

⑥わんぱく学習塾を充実させていきます。

(6)施設め設置目的をふまえて、施設の管理運営にういての基本方針を提示してください。

西黒田まちづくリセンターは、長浜市市民自治基本条例 (平成 23年長浜 市条例第

1号)の理念に基づく協働のまちづくりを推進するため、地域における市民主体の特

色あるまちづくりの拠点として設置された施設であることから、西黒田ふるさと振興

会議の運営および活動を充実させると共に、次の 5項 目に配意し、まちづくリセンター

条例を遵守して管理運営に当たります。
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①学術。文化・住民の教養の向上といつた市民の生きがいづくりに関する生涯学習事

業の推進

②市民と行政による協働の取り組み

③地域のニーズや課題に 応じたコミユニティビジネス等、まちづくり事業

④サークル・教室・各種団体に対する施設の貸出

⑤山村広場については、林業の振興を図るとともに市民の体力向上及び福祉増進に寄

与するための施設で、主に地域行事やスポーツ団体への施設の貸出

(7)指定管理者を希望する理由「目的を提示してください。

ア.希望する理由

西黒田ふるさと振興会議は、別添組織図のとおり地域住民に最も身近な住民組

織を協力団体とする広域住民自治組織であることから、西黒田まちづくリセン

ターを「市民主体の住みよく特色あるまちづくり」を進める拠点とするのに、最も

ふさわしいと考えられることから指定管理者を希望します。

イ.目 的

①地域住民、利用者にとつてより利用しやすく、親しみやすい住民目線の施設運

営を行 うこと。

② 3年前に発足した金太郎サポート会の活動をより充実させ、円滑に運営していく

ため

(8)施設の課題とその対応について提示してください。

①まちづくリセンターを、金太郎サポート会を支えるサポーターや地域住民が気軽

に集い情報交換できる場としたいが、そのスペースを確保することができない。

②新建屋が平成24年 3月 に竣工し、供用開始して今年で8年目を迎えることから

経年劣化に伴う修繕費の増加が懸念される。

③公用車の経年劣化が進み、修繕費の増加が懸念される。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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2 組織体制・職員配置等 【審査基準 :条例第4号】
(1)管理運営の組織体制を提示してください。

△
言

(2)管理運営に係る職員配置及び今後の採用計画を提示してください。

(1税員 (′

'株
用冨イ回

'

所長、職員 A、 職員 Bはヽ単年度雇用契約を更新する。

職員 Cは、令和 2年 2月 に地域内で新規に公募する。

(3)人材育成の考え方や職員の研修計画等を提示してください。

施設長会議、地域づくり協議会連絡会、長浜市連合自治会、市民活躍課主催の研修

会に参画するとともに、県立大学等近隣の大学の公開講座にアンテナを立て、地域づ

くりに関連する講座等を積極的に受講する。

また、市内まちづくリセンターが輪番で開催する「ほうれんそう会」に参画しギセ

ンター運営及び地域づくりの先進事例を学ぶ。

先進事例を学ぶ視察研修に参加して視野、知見を広める。

職員選考委員会

役職 担当業務内容 資格・能力等 雇用形態 勤務形態

所長 総括事業推進 甲種防火管理者 常勤
通常勤務

8:30-17: 耳5

職員 A 企画事業推進 常勤 通常勤務

8:30-17: 15

職員 B 経理事業推進 常勤 通常勤務

8:30卜 17:15

職員 C 夜間警備 非常勤 通常勤務

17:15-21:30

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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3 利用促進等 【審査基準 :条例第 1号及び第 2号】
(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組及び達成目標を提示してください。

まちづくリセンターを拠点とするふるさと振興会議やセンター登録サークル、セ

ンター利用者の活動内容を取材し、住民に興味、関心を持ってもらえるよう、こと

あるごとに住民に広報して行く。

例えば、

①センターで開催する振興会議の総会、理事会、専門都会等の待ち時間にt取材し

た活動内容の動画、静上画のスライド・ショーなど、ビジュアル情報を活用して

活動内容を来館者に伝える。

②住民が気軽に集えるスペースを確保し、センターの活用状況を知ってもらう。

【達成目標】

西黒田まちづくリセンター

本庄山村広場

年度 利用件数 利用者数 積算根拠

令和 2年度 128 2, 935 令和 2年度

H27～H30実績値の平均

令和 6年度

H30の対 H27実績の伸び率で算定

令和 3年度 133 2 935

令和 4年度 138 2, 935

令和 5年度 143 2 985

令和 6年度 149 2, 985

(2)まちづくりに関係する地域・関係機関・ボランティア等との連携についての考え方や方策を提示

してください

連携が必要なため、別添の組織図のとおり、住民に最も身近な住民組織を、ふる

さと振興会議の4専門都会の協力団体と位置づけ、連携の強化を図つている。

年度 利用件数 利用者数 積算根拠

令和 2年度 845 12,687 令和 2年度

H27～■30実績値の平均

令和 6年度

H30の対 H27実績の伸び率で算定

令和 3年度 849 12,687

令和 4年度 853 12,687

令和 5年度 857 12,687

令和 6年度 860 12,687

-9-



(3)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示してく

①センターで開催されるふるさと振興会議の各種会合 (総会、理事会、専門部会、

実行委員会等)の開始待ち時間を利用して、関連動画、静止画のスライド・シヨ

ー等、ビジュアル情報を活用して情報提供を行う。

②まちづくリセンターの一角に、登録サークルの活動風景をビジュアル情報で紹介

するコエナーを設ける。

ださい。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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)

4 サービス向上等 【審査基準 :条例第1号及び第2号】
(1)利用者等からのニーズの把握方法を提示してください。

①登録サークルには、年 1回アンケー ト調査を行うとともに、サークル連絡会等で

ニーズを把握します。

②その他のセンター利用者や来館者については、窓日応対の中で利用者の■―ズを

把握します。

(2)利用者等からの苦情・要望等に対する対応について拝示してください。

①利用者から申し立てられた苦情や要望を、センター職員が全員共有し、すみやか

にその原因の解消に努めます。

(3)その他サー暉スの質を維持・向上するための取組について提示してください。

①施設長会議、ほうれんそう会で紹介された先進的事例等を参考に、当センター用

にカスタマイズし、すみやかに取り組みます。

)

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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5 まちづくり推進事業 【審査基準 :条例第 1号及び第2号】

管理施設を利用したまちづくり推進事業の実施計画 (事業内容・回数・参加人数
,実施体制等)に

ついて提示してください。

特にまちづくり推進事業の提案については(3つ以上の事業提案を求めます (A4版・任意様式)の

①

事業内容 参加予

定人数

実施体制

・4月 交通安全祈願祭 180

名

実行委員会

・5月  クリ=ン作戦と金太郎のまち
歩き

80

第

・6月  規子料理教宝 35

名

・6月 金太郎ソフトバレーボール大
△
ム

400

名

実行委員会

・9月 金太郎相撲大会 180

ネ

実行委員会

・ 7月  福社の日のイベント 250

え

地区社協都会

・ 7月  清掃活動 35

名

・8月 平和祈念祭 50

名

・9月  防災フェアー 200

名

・ 10月  金太郎運動会 750

名

実行委員会

・ 11月  ふれあい文化祭 850

名

・12月  歳末慰問 20名 地区社協都会

・3月  南ふれあいサロン 75名 地区社協部会

注 欄が不足する場合は、同様の香式で別紙 (A4版)を作成してください。
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6 生涯学習推進事業 【審査基準 :条例第 1号及び第 2号】
管理施設を利用した生涯学習推進事業の実施計画 (事業内容

J回数・参加人数)について提示してく

ださい (A4版・任意様式)。

なお、必須的生涯学習推進事業である以下の①～③については必ずテーマごとに1つ以上の事業を提

示すること。

①人権

・各自治会に於いて、各町人権推進員が中心となり、行政推進員の指導と自治会長の

協力のもと『人権学習会』を開催します。

11町、年 1回 合計300人
。まちづくリセンターに於いて『人権の集い』を開催します5

年 1回    60人

②青少年健全育成

。わんぱく学習塾   5回  のべ 202人 (う ち児童 160人 )
・・愛のパ トロール   年 1回( 9人
・青少年講演会と情報交換会   年 1回 40人

③家庭教育

・厚生録護女性会講演会, 年 1回 50人

④その他生涯学習推進事業

・転倒予防教室

・子ども学び座 (3館合同)
。ふるさと金太郎 歴史講演会

年 24回 (月 2回)400人
年 16回

年 1回       50人

′
|

ヽ

―

フ
ア

イ

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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7 自主事業 【審査基準 :条例第 1号及び第 2号】

管理施設を利用した自主事業の実施計画 (事業内容・回数・参加人数・実施体制等)について提示

してください。

(1)レディーズ講座 年 3回   30人

(2)男 の料理教室 年 5回  60人

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。

8 施設の管理運営等 【審査基準 :条例第3号及び第4号】
(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について、具体的に提示してください。

①冷暖房の電力浪費を避けるべく、各部屋毎に利用者に設定温度 (暖房 23℃、冷房

26℃)を明示して節電を実行いたします。

②施設周辺の街灯 (水銀灯 5か所)は通常は電源を遮断します。夜間に事業が有る時

のみ点灯します。

③書類のプリントやコピーは極力、低価格の印刷機を利用します。

④昼休みは事務室の照明を消灯します。

(2)利用料金の設定及び設定根拠について提示してください。

※この金額は、長浜市市民まちづくリセンター条例及び長浜市山村広場条例の一部改正 (令和元年10

月1日施行)並びに消費税率の引上げ (8%→ 10%)を想定しています。

西黒田まちづくリセンター

区分 単位 使用料 (税込) 利用料金 (案 )

ホール 1時間 410円 410円

会議室 (全面) 1時間 200円 200円

会議室 (半面) 1時間 100円 100円

研修室 1時間 100円 100円

和室 1時間 100円 100円

調理室 1時間 300円 300円

工作室 1時間 100円 100円

(利用料金の設定根拠)

センター条例第 11条に準 じます。
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本庄山村広場

(利用料金の設定根拠 )

・センター条例第 11条に準じます。|

(3)休館日・開館時間の変更について、具体的な考え方を提示してください。

①開館時間

センター条例第 5条のとおり、年前 8時 30分から午後 9時 30分まで

②体館日

センター条例第 6条のとおり

月曜日、毎月第一・第二日曜日、国民の祝日、 12月 29日 から翌年 1月 3日

(4)維持管理業務仕様一覧の内容をふまえ、維持管理業務 (清掃・保守点検・警備等)の具体的な内

容、方法、頻度、今後の修繕計画等について、標準的な年間作業計画を提示してください (A4

版・任意様式)。 なお、そのなかでは仕様一覧の内容を上回る部分について積極的に提案してくて

さい。

別紙 1「西黒田まちづくリセンター等施設維持管理業務」記載のとおり (P18)

区分 単位
使用料

(税込)
利用料金 (案 )

入場料又はこれ

に類する金銭 (以

下「入場料等」と

いう。)を徴収し

ない場合

長浜市内に住所(団体又は法人

にあつてはその所在地)を有す

るものが使用する場合

1時間 200円 200円

長浜市内の保育園、幼稚園、小

学校又は中学校が乳幼児、児童

又は生徒を対象に使用する場

合

1時間 100円
100円

長浜市内のスポーツ少年団が

少年回員を対象に使用する場

合

1時間 100円

100円

長浜市外に住所(団体又は法人

にあつてはその所在地)を有す

るものが使用する場合

1時間 410円 410円

入場料等を徴収する場合 1時間 410円 410田

長浜市、長浜市の行政委員会及び指定管理者が主

催又は共催する事業に使用する場合
1時間 100円

100円
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(5)安全 ユ安心への配慮について提示してくださいu

・センター敷地入日、センター本館玄関に人感センサーライ トを設置

・センターに多くの住民が集まるイベント開催時には、センターに隣接接道する県道横

断に西黒田を守る会のメンバーに誘導を依頼     '
(6)必要な有資格者の選任、配置方法について、具体的に提示してください。また、貴団体において、

最低限必要なものに加えて有益な有資格者を管理施設に配置できる場合には、その内容や効果につ

いて提案してください。                              ィ

当センターは、防火管理者を設置する必要があることから、所長を防火管理者に選

任する。

欄が不浄する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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9 その他 【審査基準 :条例第4号】
(1)利用者の個人情報を保護するための取組について、具体的に提示してください。

①センターが取得した個人情報は、取得目的以外には使用しない。また、コピーし

て館外へ持ち出すことを禁上します。

②個人情報を破棄する場合はシュレンダ
~又は焼却処分します。

⑥業務上やオ●を得ず第二者に個人情報を提供する場合は、本人の同意を得たうえで

実施します。

④パソコンで取り扱う個人情報保護のため、IDとパスワードでフアイルアクセスを制

限するとともに、タィルス対策ソフトで、個人情報の流出を防止します。

⑤個人情報の入つたUSB等の電子媒体の持ち出しを禁上します。

(2)施設の管理運営における環境に配慮した取組について、具体的に提示してください。

①施設利用者には、ゴミの持ち帰りを周知徹底します。

②コピー用紙等の裏面活用を実践します。

(3)防災、防犯その他緊急時 (災害・事故等)の対応及び危機管理体制、予防対策について、具体的

に提示してください。

別紙 2「危機対応マニュアル」記載のとおり (P19れP25)



10 自由提案 【審査基準 :条例第2号及び第5号】

(1)その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進していくために提案したいこと、地域課題に

対するアプローチ、市民活動に対する支援の方法、地域の情報発信、その他地域コミュニティの振

興につながる施設の活用方法について、自由に記入してください。(例 :女性・若者の参画、資材

等の地元調達など)

。施設内に死んだスペースがあるなら、住民が気楽に集い、憩える場を作る。

(2)施設の将来的な展望や貴団体の独自性やアピールしたいことがあれば、記入してください。

①昨年の金太郎相撲大会 20周年記念事業で(公募により新たな振興会議の財産と

なつた「金太郎のひとつ違いの妹」のイラス トを、若い人に振興会議の活動に

関心持つてもらえるよう、機会を提え広報に使用していきます。

(最優秀賞)   (優 秀賞)   (優 秀賞) (元 気で大きくなあれ賞)
②今年度、市の地域づくり協議会提案事業の助成を受け、県立長浜農業高等学校の協

力のもと取り組んでいる金太郎マクフづくりを軌道に乗せ、次のステップに進めて

いきます志

③センターの工作室を、地域住民が気軽に集える憩いの場に転換していきたい。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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別紙 1 西黒田まちづくリセンター等施設維持管理業務

業務 内容 周期 備考

外観点検

仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ

1回 /月カビの発生等の状況確認

金属部分の腐食状況を確認

落書き点検 施設内外における落書きの有無を確認 随時

消防設備保守点検
自動火災報知設備、屋内外消火栓設備、 1回/年 機能点検

非常用放送設備等の機能点検H総合点検 1回 /年 総合点検

電灯設備点検 電灯設備の点検、電球等の交換 随時

備品の維持管理 備品の維持管理 随時

ピアノ保守点検 専門業者によるピアノのメンテナンス (調律 ) 随時

消耗品の管理等 消耗品の購入、皆埋、補給、交換等 随時

植木白植込みの剪定 1回 /年

その他の植栽の維持管
理

施肥、殺虫剤散布等 随時

施設内定期清掃
床面掃き掃除 L、掃除機かけ 全館 3回/月

ガラス内外磨き上げ 全館 2回 /年

トイレの清掃

床面モップ拭き、便器口洗面台清掃

鏡磨き上げ、汚物処理、ペーパー働石鹸水

の補給、ドア拭き掃除、   !

1回 /日

玄関の清掃 玄関周辺の掃き掃除、ドアガラス磨き 1回 /日

事務所受付ガラス磨き 1回 /日

ホール 床面のヮウクス掛け 1回 /年

施設周辺、馬主車場

グラウンドの清掃

ごみ拾い 1回 /日

除車、コケの除去 2回/年

本庄山村広場の清掃

トイレの清掃 1回 /週 本庄町グランド

ゴルフ愛好会

に委託

トイレの消耗品のチエック、補給 1回 /週

除草 3回/年

除雪 施設の玄関前、駐車場の除雪 10cm以上

保安警備業務 開館時における事故日犯罪・災害の予防 通年

機械警備 閉館時における機械警備による犯罪の予防 通年

安全確認 プロパンガス格納状況 1回 /日

安全確保 駐車場での自動車の誘導 随時

対策 施設周辺の迷惑駐車の防止 随時
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男可糸氏2

火災、災害、盗難、事故等緊急時の

危機対応マニュアル

西黒田まちづくリセンター
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目的

この危機対応マニュアルはt西黒田まちづくリセンターの防災・防火・防犯にかか

る対応について必要なことを定め、災害、火災、盗難、事故等の緊急時に速やかな対

応を取り、人命の安全確保ならびに被害の拡大防止を図ることを目的とする。

1.防災活動等の要領

(1)来館者のあるときの処置
1.火 災のとき
館内に火災が発生したときは、速やかに別表第 1の避難経路図により、

所定の場所に避難させ、消防署に連絡する。

近火にして延焼のおそれのあるときは、所長の指示により、所長不在の

ときは、上席職員の指示により所定の場所に避難させる。

1消防車到着までは、職員が初期消人につとめる。

2.地 震のとき                         |
強震、烈震とみられるときは、速やかに机などに身をおおい、時期をみ

て脱出させる。

火災の発生を防ぐため、火気に十分注意し臨機の処置をとる。

3.台 風のとき
絶えず警報を聴取し 状ゝ況により戸締りを厳重にし、建具類の補強に努

“

ノ毛∂。

火気には十分注意し、出火のおそれのないよう万全の処置をとる。

4.大 雨・大雪のとき
洪水 。大雪のおそれのあるときは、センター長の指示によリセンター長

不在のときは上席職員の指示により、施設使用を中止し来館者を帰宅させ

る。

(2)来館者がいない時の処置
職員在館め時は、本部の支持により所定の防災警備にあたる。

台風、大雨または大雪のときは、開館前ならば状況により休館とし使用予定

者に期日の変更を求めるなど適切な処置をとる。        
｀

いかなる事態にも落ち着いて適切な処置をとる。

2.非常時の連絡体制
別表第 2の とおり

3.予防管理
重要書類、貴重品等は常に所定の場所に格納しておくか、自己の責任において保管

する。 ,
4.避難誘導および防災設備等の要領
別表第 1の避難経路図のとおり、避難誘導を行う。

非常事態発生の通報を受けたら、現に集会の場にいた職員は、集会を中止し来館者
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の誘導にあたる。集会所に職員のいないときは最も近くにいる職員がこれにあたる。

特に指示のない場合、誘導者は適切な判断によりできるだけ消火隊等の進入路を避

け、もつとも安全な経路を経て、避難所今誘導する。

館外へ出たら、なるべく早く来館者数を確認する。

誘導者以外の職員は、手洗い場などに居残る人の有無を確かめ、避難に遅れた人を

まとめて誘導する。

5,巡視点検
閉館後、巡視の際、常時締め切箇所の施錠を特に注意して行う。

6.防火管理者の権限と業務
防火管理者は、この計画に定める一切の権限を有し、次の任務を行う。

8. 予防管理組織
日常における火災予防および震災時の被害軽減を図るため、火元責任者の担当区域お

よび任務内容を次のように定める。

防火管理者氏名 所長

任務内容

1.1職員に対する防火管理上必要な支持命令または監督

2.避 難または防火管理上必要な設備の維持管理
3.建 物等の自主検査、消防用設備等の点検および指導監督
4 消防署に対する関係法令に基づく各種報告および指導の要請
5. 消防計画の検討、これに基づく教育および訓練の企画 ,実践

6. 防火対象物維持台帳の管理

7, その他防火管理上必要な業務

火元責任者 担当区域 任務内容

所長

1階 玄関・ホール
・廊下

日常の火災予防

1.湯沸場等の火気管理

2.火気使用設備器具、電気設備器具の使用する

前後の確認

3.消防用設備等の維持管理

4。 その他火災予防上必要な事項

5.地震対策
6.館内における陳テU物品等の転落防止措置
7,火気使用設備器具の安全確認
8.地震発生時における来館者の安全確保のた

めの指示・指導

1階 事務室 。準備室

1階 学習室

lF皆  トイレ

宮崎 和治
1階 調理室

調理器具庫

引山 文子
1階 多目的ホール

1階 和室
21‐



9: そめ他地震対策上必要な事項

避難場所

長浜市常喜町 西黒田公民館誠駐車場

9!占主点検検査の実施       /
1建
物等の自主検査およぴ消【方用設備等の法定ザ魚検は、別に定める点検検

査票に基づき、

次により実施する。  ′

(1)建物および消防用設備等の自主検査

(2)消防用設備等の法定点検

lo.自衛防災
自衛防災組織を次のように定める

検査対象 検査実施日 検査員

建物 春 (a月 1日 ～ 7日 )

欲 (11月 g日～15日 )の

火災予防運動期F口]中に実頼

する。         |

人気使用設備

消火設備

警報設備

点検姑象
点検実施日

機械点検 総合点検
点検員

消火器 年 2回実施

(4月・ 10月 )

年 1回実施

(12月 )

毎年度保守点検契約を締結

する業者が点検1整備を実

施する
自動火災報知機

誘導灯設備

非常警幸R設備

係名 氏名

自衛消吾ノJr隊長 所長 速報の確認

.避難誘導および消火活動の指揮ならびに避難本員

の確認

通報連絡員 所長、所長不在時

イま、

職員

職員

火災を発見したときは、消
‐防機関 (119)べ通

報するとともに、建物内および関係者
へ連絡する

こと。また、到着した消火隊の誘導および情報を

提供する。

誘導図に従つて来館者を建物外に誘導する。

混乱防上のため大声で避難方向、避難方法につい

て指示する。

避難誘導員 長

員

員

所

職

職

22



消火器等により、積極的に消火活動にあたる。所長

職員

職員

)

11.防災教育ゃよび訓練
訪I練および教育を次の方法でおこなラ

附則

この計画は、令和元年 7月 1日 から施行するЬ

区分 実施月日 備考

基礎訓練

部分訓練

消火訓練 10月   日 4月   日

避難訓練 10月   日 4月   日

通報訓練

総合訓練及び防災謝
「練 10月 日

震災訓練
上記の各種剖1練に準じて行 うほか、関係機関が行う司‖

練に積極的に参加する。
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別表 第 1 西黒田書ぢづくいI七ン守ィ 撃盤無路ロ
F   I   :   :

玄閥

クランド

24



ln

【別表第2】

非常時の連絡体制

長浜市役所市民活躍課

電話 =65-8711

―

'

,長浜警察署 (■ 10)   電話:62-0110
・湖北地域消防本部 (119)電話:6,-0444

西黒田まちづくリセンター電話:62■ 0381

廉
服
腰
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株式第 3号

1 収入

2 支出

収支計画書 (総括表)【審査基準 :条例第3号及び第4号】

(単位 :千円)

合計

55, 395

2, 140

500

500

58, 535

令和 6年度
「
止

ヽ
■ 079

428

100

100

11, 707

令和 5年度

11, 079

428

100

100

11, 707

令和 4年度
■
■

ヽ
■ 079

428

100

100

1 1, 707

令和 3年度

11,079

428

100

100
「
止

■
■ 707

令和 2年度

11,079

428

100

100
ヽ
■

■
■ 707

科 目

指定管理料

利用料金収入

その他の収入

小計 (指定管理業務 )

自主事業収入

合計

合計

44,015

12, 870

1 150

500

58, 535

令和 6年度

8, 803

2, 534

270

100

11, 707

令和 5年度

8 803

2,634

170

100

11,707

令和 4年度

8, 803

2,534

270

100

11, 707

令和 3年度

8 803

2,634

170

100

11,707

令和 2年度

8, 803

2, 584

270

100

11, 707

科 目

人件費

維持管理費

修繕費

その他の支出

小計 (指定管理業務 )

自主事業費

合計

- 26 -



様式第 3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表)

令和 2年度 (令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日 )年 度

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 ll,079

利用料金収入 428 まちセン 333,500円 山村広場 94,550円

そ の 他 100 コピー、印昂J使用料

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業収入 100

合計 11, 707

1 収入

2 支出

(単位 :千円)

- 27 -

科 目 金額 積算根拠等

人件費
8 803 所長、職員 2名、警備 1名

労働保険、健康保険、厚生年金事業主負担分

維
持
管
理
費

報償費 35 税理士謝礼

消耗品費 296 事務用品

燃料費 82 公用車 2台分

光熱水費 1 121 電気、ガス、上下水道

通信運搬費 147 電話、ネット、ホームページ

手数料 10 ピアノの調律

保険料 143 公民館総合補償、公用車任意保険

委託料 407 建物躯体及び設備点検、消火、防火設備点検、

機械警備、遊具保守点検、山村広場清掃、除

草

使用料 。賃借料 127 コピー機、NHK受信料

備品購入費 50

負担金 31 職員健康診断

公課金 85 法人税 (国、県、市)

計 2, 534

修繕費 270- センター修繕及び公用車の車検

そ
の

他

その他

計

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業費 100

合計 11, 707

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表)

年 度 令和 3年度 (令和 3年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 11,079

利用料金収入 428 まちセン 333,600円  山村広場 94,550円
そ の 他 100 コピー、印刷使用料

小計 (指定管理業務) 11, 607

自主事業収入 100

合計 11,707

21支出

- 28 -

科 目 金額 積算根拠等

人件費
8, 803 所長、職員 2名、警備 1名

労働保険、健康保険、厚生年金事業主負担分

維
持
管
理
費

報償費 35

消耗品費 296 事務用品

燃料費 82 公用車 2台分

光熱水費 1,121 電気、ガス、上下水道

迎 偏 遅 棘 質 ■ 4 r 職]百白、 イ｀ン 1｀ 、 /Jヽ ~~y、了、――毛/

手数料 10 ピアノの調律

保険料 143 公民館総合補償、公用車任意保F父

委託料

使用料・賃借料

457

127

建物躯体及び設備点検、消火、防火設備点検、

機械警備、遊具保守点検、山村広場清掃、除

車

コピユ機、NHK受信料

備品購入費 100

負担金 31 職員健康診断

公課金 85 法人税 (国、県、市)

計 2,634

修繕費 170 センター修繕及び公用車の車検

そ
の

他

その他

計

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業費 100

合計 11,707

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表 )

年 度 令和 4年度 (令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 1 1, 079

利用料金収入 428 まちセン 333,500円  山村広場 94,550円
そ の 他 100 コピ▼、印刷使用料

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業収入 100

合計 11, 707

2 支出

-29-

科 目 金額 積算根拠等

人件費
8, 803 所長、職員 2名、警備 1名

労働保【父、健康保険、厚生年金事業主負担分

維
持
管
理
費

報償費 35 税理士謝礼

消耗品費 296 事務用品

燃料費 82 公用車 2台分

光熱水費 1,121 電気、ガス、上下水道

通信運搬費 147 電話、ネット、ホームページ

手数料 10 ピアノの調律

保険料 143 公民館総合補償、公用車任意保険

委託料 407 建物躯体及び設備点検、消火、防火設備′点検、

機械讐備、遊具保守ザ煮検、山村広場清掃、除

草 】

使用料・賃借料 127 コピー機、おlHK受信料

備品購入費 50

負担金 31 職員健康診断

公課金 85 法人税 (国、県、市)

計 2 534

修繕費 270 センター修繕及び公用車の車検

そ
の

他

その他

計

小計 (指定管理業務 ) 11,607

自主事業費 100

合計 11, 707

注 事業年度ごとに記入してください。



様式`第3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表)

年 度 令和 5年度 (令和 5年 4月 1日 ～令和 6年 3月 31日 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 11, 079

利用料金収入 428 まちセン 333,500円  山村広場 94,550円
そ の 他 100 コピー、印刷使用料

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業収入 100

合計 11,707

2 支出

- 30 -

科 目 金額 積算根拠等

人件費
8 803 所長、職員 2名、警備 1名

労働保険、健康保険、厚生年金事業主負担分

維
持 |

管
理
費

報償費 35

消耗品費 296 事務用品

燃料費 82 公用車 2台分

光熱水費 1 121 電気、ガス、上下水道

理 4百 コ塁丁刃又頁 ■ 4 r 嘔 百白、 ■｀ン  
「
、 コ
~`… y、 了ヽ――ン

手数料 10 ピアノの調律

保険料 143 公民館総合補償、公用車任意保険

委託料 457 建物躯体及び設備点検、消火、防火設備点検、

機械警備、遊具保守点検、山村広場清掃、除

草

使用料・賃借料 127 コピー機、NHK受信料

備品購入費 100

負担金 31 職員健康診断

公課金 85 法人税 (国、県、市)

計 2 634

修繕費 170 センター修繕及び公用車の車検

そ
の

他

その他

計

小計 (指定管理業務) 11, 607

自主事業費 100

合計 11, 707

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表)

)

年 度 令和 6年度 (令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 ll 079

利用料金収入 428 まちセン 333,500円  山村広場 94,550円
そ の 他 100 コピー、印刷使用料

小計 (指定管理業務)
■
■

■
■ 607

自主事業収入 100

合計 11, 707

2 支出

-31-

科 目 金額 積算根拠等

人件費
8,808 所長、職員 2名、警備 1名

労働保険、健康保険、厚生年金事業主負担分

維
持
管
理
費

報償費 35 税理士謝礼

消耗品費 296 事務用品

燃料費 82 公用車 2台分

光熱水費 1 121 電気、ガス、上下水道

通信運搬費 147 電話、ネット、ホームページ

手数料 10 ピアノの調律

保険料 143 公民館総合補償、公用車任意保険

委託料 407 建物躯体及び設備点検、消火、防火設備点検、

機械警備、遊具保守点検、山村広場清掃、除

草       |
使用料 も賃借料 127 コピー機、NHK受信料

備品購入費 50

負担金 31 職員健康診断

公課金 85 法人税 (国、県、市)

計 2, 534

修繕費 270 センター修繕及び公用車の車検

そ
の

他

その他

計

小計 (指定管理業務) 11,607

自主事業費 100

合計 11, 707

注 事業年度ごとに記入してください。


